
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】　従来のパンタグラフすり板用固形潤滑剤は、ワックスを主成分とするもので、
電気車の高速度化やアークの発生に対する耐熱性、導電性の欠如などにおいて問題がある
。本発明はこのような欠点を解消せんとするものである。
【解決手段】　電気抵抗率５μΩｍ以上～３０μΩｍ以下、曲げ強さ２０ＭＰａ以上～６
０ＭＰａ以下の特性値を有する人造黒鉛質または天然黒鉛質基材を所定の形状に加工し、
これらに流動パラフィンを重量比にて３～１５％含浸させて黒鉛質基材に粘性を帯びさせ
る。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 気 抵 抗 率 ５ μ Ω ｍ 以 上 ～ ３ ０ μ Ω ｍ 以 下 、 曲 げ 強 さ ２ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 ～ ６ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下
の 特 性 値 を 有 す る 人 造 黒 鉛 質 ま た は 天 然 黒 鉛 質 基 材 を 所 定 の 形 状 に 加 工 し 、 こ れ ら に 流 動
パ ラ フ ィ ン を 重 量 比 に て ３ ～ １ ５ ％ 含 浸 さ せ た こ と を 特 徴 と す る パ ン タ グ ラ フ す り 板 用 導
電 性 固 形 潤 滑 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 電 気 抵 抗 率 ５ μ Ω ｍ 以 上 ～ ３ ０ μ Ω ｍ 以 下 、 曲 げ 強 さ ２ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 ～ ６ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下
の 特 性 値 を 有 す る 人 造 黒 鉛 質 ま た は 天 然 黒 鉛 質 基 材 を 所 定 の 形 状 に 加 工 す る 工 程 と 、 該 工
程 に よ り 加 工 し た こ れ ら に 流 動 パ ラ フ ィ ン を 重 量 比 に て ３ ～ １ ５ ％ 含 浸 さ せ る 工 程 に よ り
成 る こ と を 特 徴 と す る パ ン タ グ ラ フ す り 板 用 導 電 性 固 形 潤 滑 剤 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 主 と し て 電 気 車 の 金 属 製 ま た は 焼 結 合 金 製 パ ン タ グ ラ フ す り 板 に 添 加 、 配 置
す る す り 板 の 導 電 性 固 形 潤 滑 剤 及 び 導 電 性 固 形 潤 滑 剤 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 気 車 の パ ン タ グ ラ フ す り 板 の 減 摩 耗 向 上 の 目 的 で す り 板 に 添 加 、 配 置 さ れ て い る 従 来
の パ ン タ グ ラ フ す り 板 用 固 形 潤 滑 剤 は 、 日 本 国 有 鉄 道 規 格 昭 和 ５ ９ 年 ８ 月 制 定 Ｊ Ｒ Ｓ １ ５
１ ９ １ － ８ Ａ － １ １ Ｂ Ｒ ４ Ｓ 、 西 日 本 旅 客 鉄 道 仕 様 書 平 成 ５ 年 ２ 月 制 定 Ｅ ９ ２ － ０ ２ ６ が
多 く 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 潤 滑 剤 は 主 成 分 の ワ ッ ク ス に 数 種 の 潤 滑 粉 を 添 加 、 混 合 し
、 結 合 剤 に は 樹 脂 を 使 用 し て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 特 性 は 、 曲 げ 強 さ ５ ． ４ Ｍ Ｐ ａ 以 上 、
軟 化 点 ９ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ℃ 乃 至 １ ３ ０ ℃ で あ る 。
　 尚 、 導 電 性 固 形 潤 滑 剤 に 関 す る 技 術 が 記 載 さ れ た 文 献 と し て は 、 下 記 特 許 文 献 が あ げ ら
れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ５ ８ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 電 気 車 の 高 速 度 化 や 冷 暖 房 機 等 負 荷 設 備 の 増 強 に 伴 い 、 １ 台 当 り の パ ン タ グ ラ フ
へ の 給 電 電 流 が 増 大 し 、 ト ロ リ ー 線 と の 接 触 点 と な る す り 板 の 温 度 上 昇 は 避 け ら れ な い 状
況 に あ る 。 す り 板 に 添 加 、 配 置 さ れ て い る 固 形 潤 滑 剤 も 当 然 温 度 上 昇 す る が 、 現 用 材 質 の
主 成 分 が ワ ッ ク ス を 主 体 と し て お り 、 軟 化 点 が ９ ０ ～ １ ２ ０ ℃ 乃 至 １ ３ ０ ℃ で あ る た め 、
こ の 近 辺 の 温 度 が 頻 発 す る と 固 形 潤 滑 剤 は 徐 々 に 変 形 、 溶 損 し 、 そ の 機 能 を 喪 失 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ト ロ リ ー 線 面 に 生 じ る 起 伏 の 形 状 に よ っ て は 、 ト ロ リ ー 線 面 の 凸 部 が 固 形 潤 滑 剤
に 乗 り 上 げ 、 両 側 に 配 置 さ れ て い る す り 板 が ト ロ リ ー 線 か ら 離 れ る 状 態 （ 図 １ 参 照 ） が 起
る こ と が あ る 。 ワ ッ ク ス 系 潤 滑 剤 は 絶 縁 性 物 質 で あ る こ と か ら 、 こ の よ う な 現 象 が 生 じ る
と 、 す り 板 、 ト ロ リ ー 線 間 に ア ー ク ａ が 発 生 し 、 ア ー ク 熱 に よ り ト ロ リ ー 線 １ 、 す り 板 ２
及 び 固 形 潤 滑 剤 ３ を 著 し く 損 耗 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の ワ ッ ク ス 系 固 形 潤 滑 剤 の 欠 点 （ 耐 熱 性 の 不 足 、 導 電 性 の 欠 如 ） を 解 消
す る た め 、 導 電 性 に 富 み 、 高 い 耐 熱 性 を 有 す る 人 造 黒 鉛 質 ま た は 天 然 黒 鉛 質 を 基 材 と し 、
こ れ に 高 潤 滑 の 流 動 パ ラ フ ィ ン を 含 浸 さ せ る 技 法 に 着 想 し 、 こ れ を 実 用 化 せ ん と す る も の
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ワ ッ ク ス 系 固 形 潤 滑 剤 の 摩 耗 粉 は 付 着 性 に 富 む こ と か ら 、 す り 板 摺 動 面 に 薄 皮 膜 を 生 成
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し や す く 、 こ の 皮 膜 の 存 在 に よ り 、 ト ロ リ ー 線 と の 摺 動 が 円 滑 に 遂 行 さ れ 、 す り 板 並 び に
ト ロ リ ー 線 の 減 摩 耗 向 上 に 貢 献 し て い る 。 但 し 、 耐 熱 性 の 不 足 、 導 電 性 の 欠 如 と い う 二 つ
の 弱 点 も 共 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 ワ ッ ク ス 系 の 長 所 を 生 か し 、 短 所 を 解 消 す る 材 質 と し て 黒 鉛 質 に 着 目 し 、 こ れ
に ワ ッ ク ス 系 摩 耗 粉 並 み の 付 着 性 を 付 与 す る た め 、 外 部 か ら 黒 鉛 質 基 材 に 流 動 パ ラ フ ィ ン
を 含 浸 す る 方 式 を 採 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 流 動 パ ラ フ ィ ン は 、 比 較 的 低 粘 度 の パ ラ フ ィ ン 系 脱 ろ う 油 を 高 度 に 精 製 し た も の で 、 主
と し て 精 密 機 械 の 潤 滑 油 お よ び 化 粧 品 原 料 等 に 用 い ら れ て い る 。 物 理 ／ 化 学 的 性 質 は 、 沸
点 ４ ５ ０ ℃ 、 揮 発 性 な し 、 酸 化 性 な し 、 密 度 ０ ． ８ ６ ３ 、 流 動 点 は － １ ２ ． ５ ℃ で 水 に 不
溶 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 流 動 パ ラ フ ィ ン を 黒 鉛 質 基 材 に 含 浸 さ せ る こ と に よ り 、 黒 鉛 質 基 材 が 粘 性 を 帯 び 、 そ の
摩 耗 粉 も 粘 性 を 保 持 す る の で す り 板 摺 動 面 に 付 着 し や す く 、 ワ ッ ク ス 系 潤 滑 剤 に 匹 敵 す る
潤 滑 膜 を 生 成 す る こ と に な り 、 良 好 な 減 摩 作 用 が 発 現 さ れ る 。 加 え て 黒 鉛 質 特 有 の 導 電 性
、 耐 熱 性 並 び に 高 機 械 的 特 性 を 具 備 す る と に よ り 、 ワ ッ ク ス 系 を 大 幅 に 凌 駕 す る 性 能 を 発
揮 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 流 動 パ ラ フ ィ ン の 含 浸 量 は ３ ～ １ ５ ％ が 望 ま し い 、 ３ ％ 未 満 で は 粘 性 不 足 で 潤 滑
膜 の 生 成 が 不 充 分 で あ り 、 １ ５ ％ 越 え る 場 合 は 黒 鉛 質 組 織 内 に 過 多 な 空 孔 が 存 在 し て い る
こ と を 示 し 、 潤 滑 剤 本 体 の 機 械 的 強 度 が 劣 化 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 導 電 性 固 形 潤 滑 剤 は 、 前 記 の 如 く 、 人 造 黒 鉛 質 ま た は 天 然 黒 鉛 質 を 基 材 と し て
こ れ に 流 動 パ ラ フ ィ ン を 重 量 比 に て ３ ～ １ ５ ％ 含 浸 さ せ た の で 、 黒 鉛 質 基 材 が 粘 性 を 帯 び
、 そ の 摩 耗 粉 も 粘 性 を 保 持 し て す り 板 摺 動 面 に 付 着 し や す く な り 、 ワ ッ ク ス 系 潤 滑 剤 に 匹
敵 す る 潤 滑 膜 を 生 成 し て 良 好 な 減 摩 作 用 を 実 現 す る こ と が で き る ば か り で な く 、 黒 鉛 質 特
有 の 導 電 性 、 耐 熱 性 、 な ら び に 高 機 械 的 特 性 を 具 備 す る こ と に よ り ワ ッ ク ス 系 を 大 幅 に 凌
駕 す る 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 所 定 形 状 に 加 工 さ れ た 、 か さ 比 重 の 異 な る 人 造 黒 鉛 質 基 材 ４ 種 類 並 び に 天 然 黒 鉛 質 基 材
２ 種 類 を 重 量 測 定 し て 円 筒 形 の 含 浸 用 タ ン ク に 入 れ 、 密 閉 後 、 真 空 ポ ン プ を 作 動 さ せ る 。
真 空 時 間 を ３ ０ 分 間 保 持 し た 後 、 吸 込 み バ ル ブ を 開 き 、 流 動 パ ラ フ ィ ン を タ ン ク 内 に 注 入
す る 。 流 動 パ ラ フ ィ ン の タ ン ク 内 充 満 を 確 認 し た 上 で 、 更 に 真 空 時 間 を ３ ０ 分 間 追 加 す る
。 真 空 作 業 終 了 後 、 開 放 バ ル ブ を 開 い て 大 気 圧 に 戻 し 、 ８ 時 間 放 置 し て 表 １ に 示 す 本 発 明
の 固 形 潤 滑 剤 を 得 た 。 ま た 比 較 試 料 の う ち 、 ワ ッ ク ス が 主 成 分 で 黒 鉛 粉 末 を 添 加 し た も の
（ 日 本 国 有 鉄 道 規 格 昭 和 ５ ９ 年 ８ 月 制 定 Ｊ Ｒ Ｓ １ ５ １ ９ １ － ８ Ａ － １ １ Ｂ Ｒ ４ Ｓ 相 当 材 ）
を 比 較 例 １ 、 ワ ッ ク ス が 主 成 分 で 四 フ ッ 化 エ チ エ ン 樹 脂 を 添 加 し た も の （ 西 日 本 旅 客 鉄 道
仕 様 書 平 成 ５ 年 ２ 月 制 定 Ｅ ９ ２ － ０ ２ ６ 相 当 材 ） を 比 較 例 ２ と し た 。 ま た 、 性 能 比 較 の た
め 、 下 限 の 含 浸 率 ３ ％ 未 満 の 試 料 取 得 を 目 的 と し て 、 含 浸 時 間 を 標 準 の ８ 時 間 よ り 短 縮 し
た 結 果 、 人 造 黒 鉛 質 、 天 然 黒 鉛 質 に お い て そ れ ぞ れ の 含 浸 率 ２ ． ２ ％ 、 ２ ． ０ ％ を 得 、 こ
れ ら を 比 較 例 ３ 並 び に ４ と し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
　 表 １ に よ り 得 ら れ た 各 種 固 形 潤 滑 剤 を 埋 め 込 ん だ す り 板 の 比 摩 耗 量 並 び に 固 形 潤 滑 剤 の
潤 滑 性 能 の 比 較 指 標 と な る ト ロ リ ー 線 摩 耗 率 を 表 ２ に 示 す 。
　 試 験 条 件 は 次 の 通 り で あ る 。
　 す り 板 材 質 に は 特 許 第 １ ０ ５ ３ ０ ７ ２ 号 集 電 摺 動 用 銅 系 耐 摩 焼 結 合 金 を 用 い た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 す り 板 試 験 片 を １ ０ × ２ ５ × ９ ０ ｍ ｍ と し 、 試 験 片 摺 動 面 に 巾 １ ０ ｍ ｍ の 溝 加 工 を 施 し
、 図 ２ の よ う に 各 種 固 形 潤 滑 剤 を 溝 内 に 埋 め 込 み し た 。 こ れ ら を 回 転 式 集 電 摺 動 試 験 機 に
取 付 け 、 押 上 力 ５ ４ Ｎ 、 通 電 電 流 Ｄ Ｃ １ ０ ０ Ａ 、 摺 動 速 度 ９ ０ ｋ ｍ ／ ｈ 、 左 右 振 れ 巾 ４ ０
ｍ ｍ に て ６ ０ 分 間 摺 動 さ せ 、 そ の と き の 各 試 験 片 の 比 摩 耗 量 （ 摩 耗 体 積 を 押 上 力 と 摺 動 距
離 で 割 っ た 値 ） と 相 手 方 ト ロ リ ー 線 に 対 し 、 パ ン タ に 取 り 付 け ら れ た 各 試 験 片 が １ 万 回 通
過 当 り の ト ロ リ ー 線 の 摩 耗 厚 さ （ ト ロ リ ー 線 摩 耗 率 と 称 す ） を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 ２
に 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 表 ２ で は 、 実 施 例 １ ～ ６ 並 び に 比 較 例 １ ， ２ は す り 板 の 温 度 上 昇 は ２ ０ － ３ ０ ℃ 程 度 で
あ り 、 ほ と ん ど 差 異 の な い 結 果 が 得 ら れ た 。 即 ち 、 比 較 的 常 温 に 近 い 温 度 域 で は 双 方 と も
良 好 な 性 能 を 示 し た 。 な お 、 含 浸 率 が ３ ％ 未 満 の 場 合 、 実 施 例 １ （ 人 造 黒 鉛 質 ） と 同 系 基
材 の 比 較 例 ３ は す り 板 比 摩 耗 量 に お い て 約 ３ ０ ％ の 増 加 、 実 施 例 ３ （ 天 然 黒 鉛 質 ） と 同 系
基 材 の 比 較 例 ４ は す り 板 比 摩 耗 量 に お い て 約 ４ ０ ％ の 増 加 と な っ た 。
　 こ の こ と は 流 動 パ ラ フ ィ ン 含 浸 率 が 不 充 分 な た め 、 す り 板 摺 動 面 に 生 成 す る 潤 滑 膜 が 不
足 す る こ と に よ り 、 す り 板 と ト ロ リ ー 線 の 摩 擦 が 増 大 し 、 両 者 の 摩 耗 促 進 を も た ら す も の
で 、 下 限 値 ３ ％ は 確 保 を 要 す る 数 字 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 実 施 例 １ ～ ６ 並 び に 比 較 例 １ ， ２ に つ い て 性 能 の 優 劣 を 検 証 す べ く 、 す り 板 温 度
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を ワ ッ ク ス 系 の 軟 化 点 を 越 え る １ ４ ０ ℃ 近 辺 に 設 定 し 、 黒 鉛 質 と ワ ッ ク ス 系 を 対 比 し た 。
試 験 条 件 は 通 電 電 流 を 除 い て 表 ２ の ケ ー ス と 同 様 で あ る 。 す り 板 温 度 を １ ４ ０ ℃ 近 辺 ま で
高 め る た め に 、 通 電 電 流 を 表 ２ の １ ０ ０ Ａ か ら ３ ０ ０ Ａ － ５ ０ ０ Ａ に 引 き 上 げ た 。 表 ３ に
試 験 結 果 を 示 す 。 な お 、 表 ２ の 結 果 か ら 、 通 電 電 流 １ ０ ０ Ａ 試 験 に お い て 比 較 例 ３ 、 ４ が
実 施 例 １ ～ ４ に 比 べ て 性 能 の 低 下 が 認 め ら れ た の で 、 通 電 電 流 ３ ０ ０ － ５ ０ ０ Ａ 試 験 の 対
象 か ら 比 較 例 ３ 、 ４ を 除 外 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 追 加 試 験 片 に は 、 流 動 パ ラ フ ィ ン 含 浸 の 黒 鉛 質 に つ い て は 実 施 例 ７ ～ １ ２ 、 ワ ッ
ク ス 系 に つ い て は 比 較 例 ５ ， ６ の 番 号 を 付 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 摩 耗 試 験 に 供 さ れ た 試 料 の 物 理 的 性 質 に つ い て 、 測 定 結 果 を 表 ４ に 示 す 。 測 定 項
目 は 、 導 電 性 に つ い て は 電 気 抵 抗 率 を 、 機 械 的 強 度 に つ い て は 曲 げ 強 さ を 評 価 特 性 と し た
。
　 電 気 抵 抗 率 は 、 現 在 、 国 内 の 一 部 私 鉄 で 実 用 中 の 純 カ ー ボ ン 製 す り 板 の ３ ２ μ Ω ｍ を 目
安 に 上 限 値 を ３ ０ Ω ｍ 以 下 と し 、 通 常 の 人 造 お よ び 天 然 黒 鉛 質 グ ル ー プ の 電 気 抵 抗 率 と し
て ほ ぼ 最 小 と さ れ る ５ μ Ω ｍ を も っ て 下 限 値 と し た 。
　 曲 げ 強 さ は 、 前 述 の 旧 日 本 国 有 鉄 道 規 格 、 西 日 本 旅 客 鉄 道 仕 様 書 に 規 定 さ れ た ５ ． ４ Ｍ
Ｐ ａ を 上 回 る ２ ０ Ｍ Ｐ ａ を 下 限 値 と し 、 通 常 の 人 造 お よ び 天 然 黒 鉛 質 グ ル ー プ で は ほ ぼ 最
大 と さ れ る ６ ０ Ｍ Ｐ ａ を も っ て 上 限 値 と し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 表 よ り 、 本 発 明 の 実 施 例 １ ～ ６ は 電 気 抵 抗 率 に つ い て い え ば 、 現 在 、 一 部 私 鉄 で 実 用
中 の 純 カ ー ボ ン 製 パ ン タ グ ラ フ す り 板 に 比 し て 大 幅 に 低 く 、 導 電 性 に 関 し て 非 常 に 優 れ て
い る こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た 曲 げ 強 さ は 、 純 カ ー ボ ン 製 す り 板 に 比 し て 低 位 に あ る も の の
、 比 較 例 １ ， ２ の ワ ッ ク ス 系 と の 対 比 で は ３ ～ ４ 倍 の 高 さ を 示 し 、 機 械 的 強 度 面 で の 安 定
性 が 認 め ら れ た 。
　 な お 、 表 ３ の 実 施 例 ７ ～ １ ２ 、 比 較 例 ５ ， ６ の 試 料 は 表 ４ の 実 施 例 １ ～ ６ 、 比 較 例 １ ，
２ と 同 等 材 で あ る こ と か ら 電 気 抵 抗 率 、 曲 げ 強 さ は 表 ４ と 同 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 表 ３ よ り 、 実 施 例 ７ ～ １ ２ は 比 較 例 ５ ， ６ と 対 比 す る と 、 す り 板 比 摩 耗 量 、 ト ロ リ ー 線
摩 耗 率 と も １ ／ ３ 程 度 に 減 少 し て い る 。 ま た す り 板 摺 動 面 の 状 態 は 、 比 較 例 ５ ， ６ に 潤 滑
材 の 溶 損 と 一 部 喪 失 が 見 受 け ら れ た が 、 実 施 例 ７ ～ １ ２ の 潤 滑 剤 に は 異 常 が な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 表 ２ 、 表 ３ 、 表 ４ を 総 括 す れ ば 、 下 記 の よ う に 整 理 さ れ る 。
（ １ ） 流 動 パ ラ フ ィ ン 含 浸 の 人 造 黒 鉛 質 、 天 然 黒 鉛 質 潤 滑 剤 （ 実 施 例 １ ～ ６ 、 ７ ～ １ ２ ）
は 、 通 電 電 流 １ ０ ０ Ａ レ ベ ル で も ３ ０ ０ Ａ － ５ ０ ０ Ａ レ ベ ル で も 同 程 度 の 良 好 な 性 能 を 維
持 で き る 。
（ ２ ） ワ ッ ク ス 系 潤 滑 剤 （ 比 較 例 １ ， ２ ， ５ ， ６ ） は 、 通 電 電 流 １ ０ ０ Ａ で は 、 流 動 パ ラ
フ ィ ン 含 浸 の 黒 鉛 質 潤 滑 剤 と ほ ぼ 同 程 度 の 性 能 を 示 す が 、 ３ ０ ０ － ５ ０ ０ Ａ で は す り 板 比
摩 耗 量 並 び に ト ロ リ ー 線 摩 耗 率 と も 流 動 パ ラ フ ィ ン 含 浸 の 黒 鉛 質 潤 滑 剤 に 比 べ て 性 能 は 大
幅 に 低 下 す る 。
（ ３ ） 流 動 パ ラ フ ィ ン 含 浸 の 人 造 黒 鉛 質 、 天 然 黒 鉛 質 （ 実 施 例 １ ～ ６ 、 ７ ～ １ ２ ） の 電 気
抵 抗 率 は 、 い ず れ も 一 部 私 鉄 で 現 用 中 の 純 カ ー ボ ン 製 す り 板 の 半 分 程 度 で 、 良 好 な 導 電 性
が 立 証 さ れ て い る 。
　 導 電 性 の 保 有 は 、 高 度 の 潤 滑 作 用 に 加 え て す り 板 、 ト ロ リ ー 線 間 の 過 大 な ア ー ク 発 生 に
対 し 、 双 方 の 損 耗 を 抑 制 す る 機 能 を 具 備 す る も の で 、 広 範 囲 で の 適 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 に 述 べ た よ う に 、 本 発 明 は 、 高 速 度 、 大 電 流 給 電 の 電 気 車 両 の パ ン タ グ ラ フ す り 板
並 び に ト ロ リ ー 線 の 減 摩 耗 向 上 に 極 め て 有 効 に 作 用 す る も の で 、 加 え て 低 摩 擦 音 、 無 公 害
性 の 面 で も 有 益 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 ア ー ク 熱 に よ り ト ロ リ ー 線 、 す り 板 及 び 固 形 潤 滑 剤 が 損 耗 さ れ る 状 態 を 示 す 説 明
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図 で あ る 。
【 図 ２ 】 固 形 潤 滑 剤 を 埋 込 ん だ 試 験 片 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ ・ ・ ・ ト ロ リ ー 線 、 ２ ・ ・ ・ す り 板 、 ３ ・ ・ ・ 固 形 潤 滑 剤 、 ａ ・ ・ ・ ア ー ク 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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